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春江橋架替工事（その５）
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橋台・橋脚 工事の流れ

現在、A2橋台は基礎杭工、P1橋脚は仮締切工を行っています。
ここでは、令和６年度に完成したA1橋台を事例に工事の流れを紹介します。
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仮設構台とは工事用車両や機材
き ざ い

をのせるデッキ（桟橋
さんばし

）

のことです。鋼材
こうざい

を組み立ててつくります。 

橋
きょう

台用
だいよう

の仮設構台は 50 トン吊
つり

クレーン（車両
しゃりょう

重 量
じゅうりょう

約 35 トン）が作業できる構造になっています。 

仮設構台の完成により、工事
こ う じ

が本格化していきます。 

 

鋼材
こうざい

の組み立て作業 

完成した仮設構
かせつこう

台
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 古い橋
きょう

台
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❷ 仮設構
かせつこう

台工
だいこう

 



 

これまで春
はる

江橋
え は し

を支
ささ

えてきた 橋
きょう

台
だい

を切断
せつだん

し、ブロック 状
じょう

にして

撤去
てっきょ

します。コンクリートの切断
せつだん

にはワイヤーソーを使
つか

います。ワイ

ヤーソーはダイヤモンドの細
こま

かい粒
つぶ

がついているワイヤーをコンクリ

ートに巻
ま

き付
つ

け、高速
こうそく

回転
かいてん

させて切断
せつだん

するものです。切断
せつだん

したブロッ

クはダンプトラックで処理
し ょ り

施設
し せ つ

に運
はこ

ばれ、リサイクルされます。 

ブロック撤去
てっきょ

はコンクリートを割
わ

ったり、砕
くだ

いたりしないため、

振動
しんどう

や騒音
そうおん

が少
すく

ない施工
せ こ う

方法
ほうほう

です。 春江町側
はるえちょうがわ

の古
ふる

い橋
きょう

台
だい

 

❶ワイヤーソーによる切断
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橋
きょう

台
だい

の基礎となる杭
くい

は橋を支え、大きな地震の揺れにも耐えられるように設計されています。

地中につくるため、全容を見ることができませんが、安全で安心な橋をつくるうえでとても重要

です。春江橋では鉄の板を筒状にした鋼管
こうかん

杭
ぐい

を 28 本使います。長さは 17ｍ、直径 80cm です。

上杭
うわぐい

8ｍ、下杭
したぐい

9ｍに分割された状態で、千葉県船橋市から大型トラックで運んでいます。上杭
うわぐい

１

本あたりの重量は約 3 トンです。 

鋼管
こうかん

杭
ぐい

 

躯体
く た い

（鉄筋
てっきん

コンクリート） 

橋の基礎イメージ（写真は松本橋） 

鋼管
こうかん

杭
ぐい

 
長さ 8m、9m 

杭
くい

の運搬 

➍ 基礎
き そ

杭工
ぐいこう

 



 杭をどうやって地中に設置するの？ 

まず下杭
したぐい

を地中に設置していきます。下杭
したぐい

の先端に掘削
くっさく

ヘッドを取り付け、掘削
くっさく

ヘッドの先端から水を

出し、杭
くい

本体を回転させながら地中に掘り進めていきます。下杭
したぐい

の設置が終わると、上杭
うわぐい

をつなげて１本

の杭
くい

にし、さらに掘り進めます。頑丈
がんじょう

な地盤
じ ば ん

に到着すると杭
くい

の先端にセメントを流し込み固定します。 

今回使用している機械は、小型で騒音・振動が少ないため、市街地での工事に適しています。 
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